
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

石
門
心
学
講
演
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
　

謹
啓甚
暑
の
み
ぎ
り
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃

は
何
か
と
お
世
話
に
な
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
咋
今
、
偽
り
が
横
行
し
、
正
直
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
社
会
状
況
は
、

ま
こ
と
に
憂
慮
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
、
勤
勉
、
倹
約
、
正

直
を
説
い
た
石
田
梅
岩
の
教
え
を
受
け
継
ぐ
社
会
教
育
運
動
と
し
て
、
２
２
３
年

前
に
町
人
に
よ
っ
て
大
阪
船
場
で
心
学
明
誠
舎
が
誕
生
し
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
連

綿
と
し
て
な
お
こ
の
大
阪
で
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
心
学
が
今
改

め
て
経
営
を
支
え
る
経
済
倫
理
と
し
て
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
始
め
て
い
る
の
で

す
。今
こ
そ
、
そ
の
「
心
を
磨
く
」
活
動
を
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

く
時
で
は
な
い
か
と
、
講
演
会
と
懇
親
会
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
お
寄
せ
頂
く

会
費
は
講
演
会
、
懇
親
会
の
経
費
に
加
え
「
心
学
」
普
及
の
た
め
の
冊
子
作
成
の

費
用
に
も
あ
て
た
い
と
存
じ
ま
す
。
な
に
と
ぞ
、
そ
の
趣
旨
を
ご
理
解
賜
り
ま
し

て
、
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
あ
げ

ま
す
。

敬
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記

講
師
・
演
題
　
「
石
田
梅
岩
に
学
ぶC

S
R

の
精
神
」

平
田
雅
彦
氏
（
ユ
ニ
チ
ャ
ー
ム
監
査
役
、
元
松
下
電
器
副
社

長
）
日
時
　
　
　
　
　
平
成
二
〇
年
九
月
十
二
日
（
金
）
午
後
六
時
よ
り

会
場
　
　
　
　
　
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
　
二
階
桂
の
間

　
大
阪
市
北
区
中
之
島
五
―
三
―
六
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
費
　
　
　
　
　
１
５
０
０
０
円
（
書
籍
代
を
含
ん
で
い
ま
す
）

主
催
　
　
　
　
　
社
団
法
人
心
学
明
誠
舎

後
援
　
　
　
　
　
関
西
経
済
連
合
会
・
大
阪
商
工
会
議
所
・
関
西
経
済
同
友
会

　
　
　
　
　
　
　
関
西
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
（
順
不
同
）

＊
　
お
手
数
で
す
が
、
出
欠
の
ご
返
事
を
、
当
舎
下
記
ア
ド
レ
ス
宛
、
八
月
二
五
日
ま
で
に
お
寄

せ
下
さ
い
。
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
ハ
ガ
キ
の
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。

＊ 

な
お
、
会
費
は
出
来
る
だ
け
事
前
に
お
振
り
込
み
下
さ
い
（
当
日
も
可
）

　
　
　
　
　
お
振
り
込
み
先
：
三
井
住
友
銀
行
南
千
里
支
店
（
普
）
０
５
３
１
４
６
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
）
心
学
明
誠
舎
理
事
長
　
堀
井
　
良
殷

　
　
　
　



556-0011

大
阪
府
大
阪
市
浪
速
区
難
波
中3-9-3

エ
ー
ル
学
園
内
（
社
）
心
学
明
誠
舎

Tel/F
ax

：06-4981-6899
E
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eiseisha@
ehle.ac.jp

　
理
事
長
　
堀
井
良
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